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１１月１日現在の人口・世帯数　　
　　　　　１２５，１４８人・４８，７４２世帯

介護保険ホットライン
〈総合相談〉

　　  お問い合わせ専用電話

�０４６（２５２）７００７
開設期間／平成１２年３月３１日（金）まで
（土曜・日曜日、祝日および年末年始を除く）
開設時間／午前１０時～正午・午後１時～３時

手
作
り
の

ししししししししししし
めめめめめめめめめめめ
飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾飾
りりりりりりりりりりり
ででででででででででで
新新新新新新新新新新新
年年年年年年年年年年年
ををををををををををを

　

年
の
暮
れ
の
風
物
詩「
し
め
飾
り
作
り
」

の
季
節
が
近
づ
き
ま
し
た
。
市
公
民
館
と

北
・
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年

も
恒
例
の
「
し
め
飾
り
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
催
し
は
、
し
め
飾
り
を
自
分
で
作

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
伝
統
文
化
を
身

近
に
感
じ
、
そ
れ
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々

と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
心
新
た
に
新
年

を
迎
え
て
い
た
だ
こ
う
と
開
か
れ
る
も
の

で
す
。
講
師
に
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
任
命
し
た
「
チ
ョ
ッ
ピ
リ
先
生
」
の
肩

書
き
を
持
つ
お
年
寄
り
の
方
々
が
当
た
り

ま
す
。

　

丁
寧
な
指
導
に
よ
り
、
初
め
て
の
方
で

も
作
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
し
め
飾
り

教
室
で
、
師
走
の
一
日
を
過
ご
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

昨年のしめ飾り教室

○
と　

き　

①
十
二
月
十
五
日（
水
）②
十

六
日（
木
）③
十
七
日（
金
）い
ず
れ
も
午

後
一
時
三
十
分
〜
四
時

○
と
こ
ろ　

①
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
�

０
４
６（
２
５
３
）０
７
８
１
②
市
公
民

館
�
０
４
６（
２
５
５
）３
１
３
１
③
北

地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
�
０
４
２（
７
４

７
）３
３
６
１

○
持
ち
物　

は
さ
み
、
前
掛
け

○
定　

員　

各
館
五
十
人
（
先
着
順
）

○
参
加
費　

二
百
五
十
円
（
材
料
代
）

○
申
込
方
法　

十
二
月
九
日（
木
）ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
各
館
へ

し
め
飾
り
教
室

参
加
者
募
集

粗大ごみ
収集の申し込みはお早めに

　現在、粗大ごみは、申し込みをいただいて有料（証紙制）

で収集しています。通常は申し込みから１週間程度で収集し

ていますが、毎年１２月は大掃除などにより申し込みが非常に

多くなることから、１２月中に申し込まれても年内に収集でき

ない場合があります。申し込みはお早めにお願いします。

○申込受付の年内最終日　１２月２８日（火）

○受付時間

　午前８時３０分～午後５時（土曜・日曜日、祝日を除く）

○受付電話番号　�０４６（２５２）７５６０

担当　資源対策課�０４６（２５２）７６５９・�０４６（２５２）７６１６

地域振興券の換金は

１２月２０日までに！
　座間市地域振興券特定登録事業者の換金最終締切は、１２月

２０日（月）となっています。お早めに取次金融機関までお申出

ください。

担当　産業課�０４６（２５２）７６０４・�０４６（２５５）３５５０

( )
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執行率支出済額収入率収入済額予　算　額区　　　分

％
３８.２

千円
２，４４２，７４１

％
４１．６

千円
２，６５９，４２０

千円
６，３９３，７００

国民健康保険事
業 特 別 会 計

４０.６２，３１７，９００４２．２２，４０８，８６２５，７１４，０１５老人保健特別会計

３０.７１，３５９，５２８３２．５１，４４１，０２６４，４３３，２１１
公共下水道事業
特 別 会 計

４４．７１，１０５，５１７
（収入）

２，４７３，５２０
水 道 事 業 会 計

２６.１８４５，５４５
（支出）

３，２４２，２６６

●９月末現在の一般会計予算の状況
（単位：千円）

（単位：千円）

平成  年度

上
半
期
の
財
政
状
況

　

市
で
は
、
市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
三
回
の
財
政
状
況

の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
十
一
年
度
上
半
期
（
平
成
十
一
年
四

月
一
日
〜
同
年
九
月
三
十
日
）
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
を
中
心
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。　

担
当　

財
政
課　
　
　
　

�
０
４
６
（
２
５
２
）
８
４
０
４

を
図
る
た
め
三
億
円
を
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
る
措
置
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
土
木
費
で
は
、

債
務
の
早
期
解
消
を
図
る
た
め
、

土
地
開
発
公
社
か
ら
市
道
改
良
用

地
、
都
市
計
画
道
路
用
地
、
市
街

地
再
開
発
事
業
用
地
の
買
い
戻
し

を
繰
り
上
げ
て
行
う
た
め
の
所
要

の
経
費
を
措
置
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
今
年
度
の
土
地
開
発
公
社

か
ら
の
買
い
戻
し
措
置
は
、
当
初

二
十
一
億
二
百
二
十
七
万
三
千
円

と
補
正
予
算
で
の
三
億
七
千
七
百

四
十
二
万
三
千
円
を
合
わ
せ
て
二

十
四
億
七
千
九
百
六
十
九
万
六
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
予
算
執
行
状
況

　

九
月
末
現
在
の
歳
入
は
、
百
六

十
五
億
七
千
二
百
八
十
七
万
三
千

円
が
収
入
済
で
、収
入
率
は
五
三
・

五
㌫
で
す
。
一
方
、
歳
出
は
、
百

四
十
三
億
六
千
六
百
十
八
万
円
が

支
出
済
で
、執
行
率
は
四
六
・
四
㌫

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
左
上
グ
ラ
フ

参
照
）。

　

収
入
の
う
ち
収
入
済
額
の
最
も

多
い
の
は
市
税
の
九
十
八
億
八
万

五
千
円
（
市
民
税
三
十
九
億
四
千

二
百
八
十
四
万
八
千
円
、
固
定
資

産
税
四
十
六
億
九
千
四
百
二
十
八

万
一
千
円
、
都
市
計
画
税
七
億
七

千
五
百
五
十
一
万
円
な
ど
）
で
、

収
入
率
は
五
六
・
八
㌫
で
す
。
次

に
普
通
交
付
税
が
増
額
と
な
っ
た

地
方
交
付
税
は
、
二
十
四
億
二
千

三
百
五
十
九
万
三
千
円
で
、
収
入

率
は
七
一
・
三
㌫
。繰
入
金
は
九
億

一
千
五
百
九
万
九
千
円
で
、
収
入

率
は
六
四
㌫
、
国
庫
支
出
金
は
六

計
画
道
路
の
整
備
、
市
道
の
道
路

改
良
や
維
持
管
理
事
業
費
な
ど
に

支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。公
債
費
は
、

支
出
済
額
が
十
八
億
二
千
三
百
四

十
一
万
三
千
円
で
、
執
行
率
は
四

六
・
九
㌫
で
す
。
続
い
て
総
務
費

は
、
支
出
済
額
が
十
八
億
一
千
二

百
二
十
四
万
六
千
円
で
、
執
行
率

は
三
八
・
九
㌫
で
す
。
主
に
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
経
費
、
電
子
計
算
業
務
関
係

経
費
、
交
通
安
全
対
策
事
業
費
な

ど
に
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
続
い

て
衛
生
費
の
支
出
済
額
は
十
八
億

七
百
五
十
一
万
二
千
円
で
、
執
行

率
は
四
九
・
六
㌫
で
す
。
主
に
塵

芥
収
集
事
業
や
資
源
物
分
別
収
集

事
業
な
ど
の
清
掃
費
、
高
齢
者
医

療
事
業
、
予
防
接
種
事
業
、
休
日

急
患
セ
ン
タ
ー
診
療
事
業
な
ど
に

支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。教
育
費
は
、

小
中
学
校
の
施
設
整
備
事
業
費
、

市
民
文
化
会
館
・
市
民
体
育
館
管

理
運
営
事
業
費
、
学
校
給
食
運
営

管
理
経
費
な
ど
十
四
億
八
千
四
百

八
十
八
万
三
千
円
を
支
出
し
、
執

行
率
は
四
二
・
四
㌫
と
な
っ
て
い

ま
す
。

主
な
も
の
は
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
六
億
円
、
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
四
億
九
千
八
百
五
十
八
万

八
千
円
、
使
用
料
及
び
手
数
料
の

三
億
三
千
八
十
八
万
五
千
円
で

す
。
ま
た
、
支
出
済
額
は
主
に
建

設
費
二
億
六
千
六
百
四
十
一
万
二

千
円
、
市
債
の
償
還
金
八
億
三
千

八
百
五
十
四
万
七
千
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。
収
入
予
算
額
二
十
四

億
七
千
三
百
五
十
二
万
円
に
対
し

て
収
入
済
額
は
、
十
一
億
五
百
五

十
一
万
七
千
円（
収
入
率
四
四
・
七

㌫
）
で
、
主
に
水
道
料
金
九
億
二

一

般

会

計

　

九
月
末
現
在
の
一
般
会
計
予
算

は
、
当
初
予
算
の
三
百
一
億
八
千

三
百
九
十
六
万
三
千
円
と
二
回
の

補
正
予
算
七
億
九
千
三
百
五
十
五

万
二
千
円
を
合
わ
せ
、
三
百
九
億

七
千
七
百
五
十
一
万
五
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
正
予
算
は
、
こ
こ
数
年
、
経

済
が
低
迷
を
続
け
て
い
る
厳
し
い

状
況
の
中
で
、
今
後
の
財
政
運
営

を
考
慮
し
、
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
み
立
て
お
よ
び
債
務
の
解
消
と

利
子
の
軽
減
な
ら
び
に
緊
急
性
の

あ
る
事
業
な
ど
、
総
合
的
な
観
点

か
ら
の
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
歳
入
で
は
、
地
方

交
付
税
七
億
三
千
五
十
八
万
九
千

円
、
国
庫
支
出
金
三
千
六
百
七
十

五
万
六
千
円
、
県
支
出
金
一
千
七

百
五
十
九
万
四
千
円
な
ど
が
補
正

増
と
な
り
ま
し
た
。（
右
上
表
参

照
）。そ
の
主
な
内
容
と
し
て
地
方

交
付
税
に
つ
い
て
は
、
普
通
交
付

税
の
交
付
額
の
決
定
に
よ
る
増
、

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
公
営
住

宅
防
音
事
業
補
助
金
の
交
付
決
定

に
よ
る
増
、
ま
た
、
県
支
出
金
は
、

国
の
経
済
対
策
に
伴
う
緊
急
地
域

雇
用
特
別
対
策
補
助
金
に
よ
る
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
歳
出
で
は
、
総
務

費
が
三
億
一
千
四
百
三
十
七
万
七

千
円
、
土
木
費
が
四
億
五
千
二
百

九
十
三
万
八
千
円
な
ど
の
補
正
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
右
下
表
参

照
）。そ
の
主
な
内
容
と
し
て
総
務

費
は
、
今
後
の
健
全
な
財
政
運
営

億
五
千
七
百
四
万
五
千
円
で
、
収

入
率
三
一
・
八
㌫
、県
支
出
金
は
二

億
三
千
八
百
八
十
六
万
二
千
円

で
、
収
入
率
は
二
〇
・
七
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

支
出
済
額
で
は
、
民
生
費
が
一

番
多
く
、
続
い
て
土
木
費
、
公
債

費
、
総
務
費
、
衛
生
費
、
教
育
費
、

そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
生

費
の
支
出
済
額
は
、
四
十
四
億
六

百
四
十
四
万
四
千
円
で
、
執
行
率

は
五
五
・
五
㌫
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
、
お
年
寄

り
や
障
害
者
の
方
々
に
対
す
る
扶

助
費
、
保
育
園
・
児
童
館
の
管
理

運
営
費
な
ど
に
支
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
次
に
土
木
費
は
、
支
出
済
額

が
十
八
億
二
千
六
百
四
十
九
万
二

千
円
と
な
っ
て
お
り
、
執
行
率
は

三
八
・
五
㌫
で
す
。
主
に
市
民
の

憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
の
維
持
管

理
経
費
、
緑
地
保
全
事
業
、
都
市

　

特
別
会
計
の
執
行
状
況
は
、
左

下
表
の
と
お
り
で
す
。
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
は
、
予
算
額

特

別

会

計

六
十
三
億
九
千
三
百
七
十
万
円
に

対
し
て
収
入
済
額
は
二
十
六
億
五

千
九
百
四
十
二
万
円
（
収
入
率
四

一
・
六
㌫
）
で
、
支
出
済
額
は
二
十

四
億
四
千
二
百
七
十
四
万
一
千
円

（
執
行
率
三
八
・
二
㌫
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
収
入
の
主
な
も
の
は
、

国
民
健
康
保
険
税
九
億
七
千
五
百

四
十
八
万
二
千
円
、
国
庫
支
出
金

六
億
八
千
二
百
七
十
一
万
九
千
円

で
、
支
出
済
額
は
、
保
険
給
付
費

十
六
億
一
千
二
百
四
十
万
四
千

円
、
老
人
保
健
拠
出
金
七
億
三
千

三
百
六
十
八
万
七
千
円
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
予
算

額
五
十
七
億
一
千
四
百
一
万
五
千

円
に
対
し
て
、
収
入
済
額
は
二
十

四
億
八
百
八
十
六
万
二
千
円
（
収

入
率
四
二
・
二
㌫
）
で
、
支
出
済
額

は
二
十
三
億
一
千
七
百
九
十
万
円

（
執
行
率
四
〇
・
六
㌫
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
収
入
の
主
な
も
の
は
、

支
払
基
金
交
付
金
十
六
億
一
千
三

百
十
三
万
七
千
円
、
国
庫
支
出
金

五
億
九
千
九
百
六
十
六
万
八
千
円

で
、
支
出
は
主
に
医
療
費
に
充
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

は
、
予
算
額
四
十
四
億
三
千
三
百

二
十
一
万
一
千
円
に
対
し
て
収
入

済
額
は
十
四
億
四
千
百
二
万
六
千

円
（
収
入
率
三
二
・
五
㌫
）
で
、
支

出
済
額
は
十
三
億
五
千
九
百
五
十

二
万
八
千
円
（
執
行
率
三
〇
・
七

㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
入
の

企

業

会

計

歳　入

歳　出

●一般会計予算と収入済額（歳入）�

０� １０� ２０� ３０� ４０� １００�１５０�２００億円�

市 税 �

予 算 額 �

収入済額�

繰 入 金 �

県支出金�

国庫支出金�

市 債 �

地方消費税交付金�

地方交付税�

そ の 他 �

１７２億５，５７１万４千円�

９８億８万５千円（５６．８％）�

３４億５８万９千円�

２４億２，３５９万３千円（７１．３％）�

２０億６，５３２万３千円�

６億５，７０４万５千円（３１．８％）�

１４億３，０３７万７千円�

９億１，５０９万９千円（６４．０％）�

１３億３，３１０万円�

０円（０．０％）�

１１億５，３７９万円６千円�

２億３，８８６万円２千円（２０．７％）�

９億円�

５億１，７１９万７千円（５７．５％）�

２８億６，２３０万５千円�

１８億９，５３４万８千円（６６．２％）�

諸 収 入 �
５億７，６３１万１千円�

１億２，５６４万４千円（２１．８％）�

１０�０� ２０�３０�４０�５０�６０�７０�８０�９０�１００億円�

●一般会計予算と支出済額（歳出）�

民 生 費 �

予 算 額 �

支出済額�

土 木 費 �

総 務 費 �

公 債 費 �

衛 生 費 �

教 育 費 �

消 防 費 �

そ の 他 �

７９億４，１２９万３千円�

４７億５，０２９万円�

４６億５，５５２万７千円�

１８億１，２２４万６千円（３８．９％）�

３８億８，５８０万８千円�

１８億２，３４１万３千円（４６．９％）�

３６億４，０９６万１千円�

１８億７５１万２千円（４９．６％）�

３５億３０５万２千円�

１４億８，４８８万３千円（４２．４％）�

１５億７，７６９万９千円�

６億５，８５１万７千円（４１．７％）�

１０億２，２８８万５千円�

５億４，６６７万３千円（５３．４％）�

１８億２，６４９万２千円（３８．５％）�

４４億６４４万４千円（５５．５％）�

千
六
百
八
十
四
万
三
千
円
、
工
事

負
担
金
二
千
五
百
八
十
六
万
三
千

円
、
水
源
開
発
費
等
負
担
金
六
千

百
八
十
一
万
八
千
円
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
支
出
予
算
額

は
三
十
二
億
四
千
二
百
二
十
六
万

六
千
円
に
対
し
て
、
支
出
済
額
は

八
億
四
千
五
百
五
十
四
万
五
千
円

（
執
行
率
二
六
・
一
㌫
）
で
、
主
に

営
業
外
費
用
の
企
業
債
利
息
七
千

七
百
二
十
一
万
七
千
円
、
建
設
改

良
費
の
工
事
請
負
費
二
億
六
千
九

百
六
十
九
万
一
千
円
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
給
水
量
（
有
収
水
量
）

は
前
年
同
期
に
対
し
〇
・
三
㌫
減

の
七
百
二
十
四
万
一
千
三
百
六
十

立
方
㍍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

９月末現在額補 正 額当 初 予 算款

１７，２５５，７１４０１７，２５５，７１４市 税

２４０，００００２４０，０００地 方 譲 与 税

１１０，００００１１０，０００利 子 割 交 付 金

９００，００００９００，０００地 方 消 費 税 交 付 金

５，６０００５，６００特別地方消費税交付金

２７０，００００２７０，０００自動車取得税交付金

１８０，００００１８０，０００
国有提供施設等所在市
町 村 助 成 交 付 金 等

５６４，２８４６，２８４５５８，０００地 方 特 例 交 付 金

３，４００，５８９７３０，５８９２，６７０，０００地 方 交 付 税

２７，７７９０２７，７７９交通安全対策特別交付金

４７２，５８８０４７２，５８８分 担 金 及 び 負 担 金

３８２，９６８０３８２，９６８使 用 料 及 び 手 数 料

２，０６５，３２３３６，７５６２，０２８，５６７国 庫 支 出 金

１，１５３，７９６１７，５９４１，１３６，２０２県 支 出 金

１７６，３５４０１７６，３５４財 産 収 入

２，７３２２９２，７０３寄 附 金

１，４３０，３７７０１，４３０，３７７繰 入 金

４３０，００００４３０，０００繰 越 金

５７６，３１１２，３００５７４，０１１諸 収 入

１，３３３，１０００１，３３３，１００市 債

３０，９７７，５１５７９３，５５２３０，１８３，９６３合　　　　　　計

９月末現在額補 正 額当 初 予 算款

３３９，６９８０３３９，６９８議 会 費

４，６５５，５２７３１４，３７７４，３４１，１５０総 務 費

７，９４１，２９３１０，０２２７，９３１，２７１民 生 費

３，６４０，９６１０３，６４０，９６１衛 生 費

１７７，５０９０１７７，５０９労 働 費

１２５，２１４０１２５，２１４農 林 水 産 業 費

２３９，９０７０２３９，９０７商 工 費

４，７５０，２９０４５２，９３８４，２９７，３５２土 木 費

１，５７７，６９９０１，５７７，６９９消 防 費

３，５０３，０５２５，１５６３，４９７，８９６教 育 費

３，８８５，８０８０３，８８５，８０８公 債 費

７３，１６８△４，３３０７７，４９８諸 支 出 金

６７，３８９１５，３８９５２，０００予 備 費

３０，９７７，５１５７９３，５５２３０，１８３，９６３合　　　　　　計

特別会計および企業会計の収入・執行状況
（平成１１年９月３０日現在）

※市債には、政府が総合経済対策として行った減税施策による減収分を補てんする
ための金額４４億９,０３２万円および平成９年度から交付されることになった地方消費
税交付金が平年並みに交付されないことによる減収分を補てんするための金額６億
７,２００万円が含まれています。

市の主な財産

市の負債

２

２

２

２

２

２

増　減１０年度決算額１１年度９月末区　　　分

１９，６３６ß８１１，４３８ß８３１，０７４ß土 地

０ß２５２，７９８ß２５２，７９８ß建　 物

△６億８，２８２万円３９億８，１９７万円３２億９，９１５万円基　 金

０円２億３，２３９万円２億３，２３９万円有価証券等

増減率（％）増減額１０年度決算額１１年度９月末区　　　分

△３.０△１０億９，６３０万円３６１億３，６０３万円３５０億３，９７３万円市債（一般会計）

△４６.８△２０億４，０４３万円４３億５，９８６万円２３億１，９４３万円開発公社の借入金

△１１.１△１億４，５５３万円１３億１，０７７万円１１億６，５２４万円県企業庁からの借入金

△７.９△３２億８，２２６万円４１８億６６６万円３８５億２，４４０万円合 計

11
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技能労務職一般行政職合　計区　　　分
１５４人５１６人６７０人職員数（Ａ）

平成１０年度 １５人１０人２５人普通昇給期間（１２～２４月）を短縮して昇給した職員数（Ｂ）
９．７％１．９％３．７％比　率（Ｂ） ／ （Ａ）
１５５人５１９人６７４人職員数（Ａ）

平成９年度 ８人６人１４人普通昇給期間（１２～２４月）を短縮して昇給した職員数（Ｂ）
５．２％１．２％２．１％比　率（Ｂ） ／ （Ａ）

国市区　　分

（平成１０年度支給割合）
　　　　　　期末手当　　  勤勉手当
６月期　　　１．６  月分　　　０．６  月分
１２月期　　　１．９  月分　　　０．６  月分
３月期　　　０．５５ 月分
　計　　　　４．０５ 月分　　　１．２  月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置　 有

（平成１０年度支給割合）
　　　　　　期末手当　　  勤勉手当
６月期　　　１．６  月分　　　０．６  月分
１２月期　　　１．９  月分　　　０．６  月分
３月期　　　０．５５ 月分
　計　　　　４．０５ 月分　　　　１．２  月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置　 有

期末手当
勤勉手当

（支給率）　　自己都合　   勧奨・定年
勤続２０年　　 ２１．０ 月分　   ２８．８７５月分
勤続２５年　　 ３３．７５月分　   ４４．５５ 月分
勤続３５年　　 ４７．５ 月分　   ６２．７ 月分
最高限度額     ６０．０ 月分　   ６２．７ 月分
その他の加算措置　 定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　（２～２０％加算）
退職時特別昇給　　 １号俸

（支給率）　　自己都合　   勧奨・定年
勤続２０年　　 ２１．０ 月分　   ２８．８７５月分
勤続２５年　　 ３３．７５月分　   ４４．５５ 月分
勤続３５年　　 ４７．５ 月分　   ６２．７ 月分
最高限度額     ６０．０ 月分　   ６２．７ 月分
その他の加算措置　 定年前早期退職特例措置
　　　　　　　　（２～２０％加算）
退職時特別昇給　　 ２号給
１人当たり　１３，７１７千円　２２，９３６千円
平均支給額

退職手当

主　な　増　減　理　由
対前年
増減数

職　員　数
平成１１年平成１０年

組織・機構改革による増
ＯＡ化による減
介護保険準備による増員等
事務事業の見直しによる減

事務事業の見直しによる減
事務の統廃合、縮小等による減

０
１０
△１
３
△１
０
△１
△１２

９
１６３
４７
１７７
９９
８
４
７７

９
１５３
４８
１７４
１００
８
５
８９

議　会
総　務
税　務
民　生
衛　生
農　林
商　工
土　木

一般行
政部門

△２５８４５８６小　計

事務の統廃合、縮小等による減
組織・機構改革による防災課への異動による減

△２
△４

１４２
１４３

１４４
１４７

教　育
消　防特別行

政部門
△６２８５２９１小　計

組織・機構改革による減

レセプト係への異動による減
組織・機構改革による増

△３
０
△２
３

４０
１６
８
９

４３
１６
１０
６

水　道
下水道
国　保
その他

公営企
業等会
計部門

△２７３７５小　計
△１０９４２９５２合　　計

計７級６級５級４級３級２級１級区　　　分
部　長課　長課長補佐係　長主　任主　事主事補標準的な職務内容

５１８人１５人６３人４１人１８０人１３０人７２人１７人職　 　 員　 　 数
１００％２．９％１２．２％７．９％３４．７％２５．１％１３．９％３．３％構　 　 成　 　 比
１００％３．７％９．７％９．５％３１．０％２６．７％１５．３％４．１％１年前の構成比参

考 １００％２．５％６．５％８．６％２７．５％３２．８％１４．５％７．６％５年前の構成比

技　能　労　務　職一　般　行　政　職
区分

平 均 年 齢平均給与月額平均給料月額平 均 年 齢平均給与月額平均給料月額
４５．７歳３８８，９０６円３１０，２４１円４２．９歳４８７，３３４円３７１，０７９円市
４７．８歳２８６，９５８円３９．７歳３２２，０３３円国
４８．１歳４４４，１３３円３４８，０７８円４２．４歳４９９，２６７円３７７，００９円県

（参考）
平成９年度
の人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人　件　費
Ｂ

実質収支
歳　出　額
Ａ

住民基本台帳人口
（平成１１年３
月３１日現在)

区　分

％
２８．９

％
２８．７

千円
８，３３２，８５６

千円
７１５，２１７

千円
２９，０６１，４２０

人
１２２，６０８

平成１０年度

１人当たりの給与費
（Ｂ／Ａ）

給　　　与　　　費職員数
Ａ

区　分
計　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給　　料

千円
８，３８４

千円
７，２８５，３５５

千円
１，９４０，２９０

千円
１，６４２，５９１

千円
３，７０２，４７４

人
８６９

平成１１年度

県国市
区　　分 採用２年経

過日給料額
決定初任給

採用２年経
過日給料額

決定初任給
採用２年経
過日給料額

決定初任給

２１５，１６０円１９９，２１０円２２３，１９０円２０２，６２０円２２９，５７０円２０７，３５０円大学卒一　般
行政職 １７３，２５０円１６０，９３０円１６６，７６０円１５５，８７０円１７９，９６０円１６６，７６０円高校卒

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　　分
３８５，１００円３３１，８６７円２８６，２４３円大学卒

一 般 行 政 職
３３８，１６３円（１７年） ３１２，７００円２４０，５００円高校卒
２３４，２３３円２２６，５３０円２０１，５５０円高校卒技 能 労 務 職

全　地　域支給対象地域

調整手当
（平成１１年４月
１日現在）

１０％支給率
８６９人支給対象職員数
０％国の制度（支給率）

４４５，６９９円支給対象職員１人当たり平均支給年額（平成１０年度決算）

全　職　種区　　　分

特殊勤務手当
（平成１０年度）

５９．１％職員全体に占める手当支給職員の割合
３６，６１１円支給対象職員１人当たり平均支給年額
３１種類手当の種類（手当数）

隔日勤務手当・清掃作業手当・税務手当・救急
業務手当・保育業務手当

支給額の多い手当
代表的な手
当の名称 自動車等運転業務手当・隔日勤務手当・消防業

務手当・保育業務手当・現場作業手当
多くの職員に支給さ
れている手当

１９１，４５５千円支給総額
平成１０年度

時間外勤務手当
２１８千円職員１人当たり支給年額

１９５，２７１千円支給総額
平成９年度

２２３千円職員１人当たり支給年額

国の制度と異なる内容国の制度との異同内　　容区　　分

配偶者　　　　　　　　　　　１６，９００円
配偶者以外の扶養親族のうち２人まで

６，５００円
（配偶者のいない場合は２人のうち１人
につき　　　　　　　　　　 １１，２００円
　扶養親族でない配偶者がいる場合は
２人のうち１人につき　　 ７，５００円）
満１５歳に達する日後の最初の４月１日
から満２２歳に達する日後の最初の３月
３１日までの間にある子の加算 ５，５００円

異なる

配偶者 １６，９００円
配偶者以外の扶養親族のうち２人まで

６，５００円
（配偶者のいない場合は２人のうち１人
につき　 １１，２００円

　扶養親族でない配偶者がいる場合は
２人のうち１人につき　　７，５００円）
その他  ２，０００円
満１５歳に達する日後の最初の４月１日
から満２２歳に達する日後の最初の３月
３１日までの間にある子の加算 ５，５００円

扶養手当

借　家（限度額）　 　　  　　 ２９，７００円
持ち家　 　  　　　　　　　　 １４，７００円
その他　　  　　　　　　　　 ５，７００円

異なる
借　家（限度額）  ２９，７００円
持ち家 １４，７００円
その他  ５，７００円

住居手当

交通用具利用者
　 ２㎞以上５㎞未満 　　　  　３，５００円
　 ５㎞以上１０㎞未満  　　　　５，０００円
　その他　　　　　　　　　　  １，６００円

異なる

交通機関利用者
　全額支給限度額  ４５，５００円
　最高支給限度額  ５０，０００円
交通用具利用者
　２㎞以上５㎞未満 ３，５００円
　５㎞以上１０㎞未満 ５，０００円
　１０㎞以上１５㎞未満  ６，５００円
　１５㎞以上２０㎞未満  ８，９００円
　２０㎞以上２５㎞未満 １１，３００円
　２５㎞以上３０㎞未満  １３，７００円
　３０㎞以上３５㎞未満 １６，１００円
　３５㎞以上４０㎞未満 １８，５００円
　４０㎞以上  ２０，９００円
　その他 １，６００円

通勤手当

給　料　月　額　等区　　　分

８９３，０００円
７２１，０００円
６７５，０００円

市　長
助　役
収入役

給　料

５２２，０００円
４３４，０００円
４０４，０００円

議　長
副議長
議　員

報　酬

（平成１０年度支給割合）
６月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　２．２月分
１２月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　２．５月分
３月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　０．５月分
　計　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　５．２月分

市　長
助　役
収入役

期末手当
（平成１０年度支給割合）
６月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　２．２月分
１２月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　２．５月分
３月期　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　０．５月分
　計　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　５．２月分

議　長
副議長
議　員

職員の給与・
定員管理等の
公表について

　市では、市職員の給与・定員管理等の状況
を広く皆さんに知っていただこうと、公表を
行っています。給与は、給料と職員手当で構
成されており、その内容は、市議会で審議、
議決された給与条例で定められています。
担当　〈給与〉職員課　　　　�０４６（２５２）７９１１
　　　〈定員管理〉企画政策課�０４６（２５２）８２８９

（平成１１年４月１日現在）

（注）職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣
職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

�部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

�昇給期間短縮の状況

（平成１１年４月１日現在）

（注）　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数
です。

�職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

（平成１１年４月１日現在）�職員の初任給の状況

�人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　給与費は、当初予算に計上された額です。

�職員給与費の状況（普通会計予算）

�職員手当の状況

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給され
た平均額です。

（平成１１年４月１日現在）�職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

（平成１１年４月１日現在）

（注）１　市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

�一般行政職の級別職員数の状況

�特別職の報酬等の状況 （平成１１年４月１日現在）
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金曜日地区木曜日地区水曜日地区火曜日地区　地区

分
　類

月　　

東原、小松原、ひばりが丘、
日産座間寮、日産栗原寮

立野台、相武台、緑ケ丘、
栗原、栗原中央、南栗原、
西栗原、さがみ野、東建座間
ハイツ、東建ニューハイツ、
クレスト座間

相模が丘、広野台

座間、明王、入谷、四ツ谷、
新田宿
　東建座間ハイツ、東建
　ニューハイツ、クレス
　ト座間を除く

燃えな

いごみ

缶・ビン
・ペット
ボトル

紙　
・
　布

缶・ビン
・ペット
ボトル

燃えな

いごみ

缶・ビン
・ペット
ボトル

紙　
・
　布

缶・ビン
・ペット
ボトル

燃えな

いごみ

缶・ビン
・ペット
ボトル

紙　
・
　布

缶・ビン
・ペット
ボトル

燃えな

いごみ

缶・ビン
・ペット
ボトル

紙　
・
　布

缶・ビン
・ペット
ボトル

２４１７１０３★２３１６９２２２１５８１２８２１１４７１２月

２８２１１４７２７２０１３６２６１９１２５２５１８１１４１月

２５１８☆１１４２４１７１０３２３１６９２２２・２９１５８１２月

２４・３１１７１０３２３・３０１６９２２２・２９１５８１２８２１１４７３月

庭
用
焼
却
炉
の
使
用
や
、
野
焼
き

を
す
る
こ
と
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

発
生
の
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
県
の
条
例
で
は
、
ビ

ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

合
成
樹
脂
や
、
ゴ
ム
、
木
材
、
油

脂
類
、
布
、
紙
を
『
み
だ
り
に
燃

焼
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
』
と
規
制

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
も
の

は
、
資
源
物
と
ご
み
に
分
別
し
て

搬
出
し
、
家
庭
で
の
焼
却
は
自
粛

し
ま
し
ょ
う
。

　

本
市
の
可
燃
ご
み
が
搬
入
さ
れ

て
い
る
海
老
名
市
に
あ
る
高
座
清

掃
施
設
組
合
の
焼
却
場
は
、
ダ
イ

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
は
、
そ

の
多
く
が
物
を
燃
や
す
と
き
、
特

に
化
学
物
質
を
含
ん
だ
物
が
燃
焼

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
今
の
技
術
で
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
抑
制
す
る
方
法
は

高
温
で
燃
焼
さ
せ
る
以
外
に
あ
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
適
切
な

燃
焼
温
度
の
管
理
が
で
き
な
い
家

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
抑
制
に
向
け
て

　

今
年
七
月
に
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
に
関

す
る
法
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
の
約

九
割
が
身
の
回
り
の
ご
み
な
ど
廃
棄
物
の
焼
却
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
中
で
、
今
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
排
出
を
抑
え
る
べ
く
、
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

環
境
保
全
課　

�
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
４
・
�
０
４
６（
２
５
７
）７
７
４
３

�
私
た
ち
市
民
に
で
き
る
こ
と

家
庭
で
の
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う

ご
み
の
減
量
化
で

き
れ
い
な
大
気
を

オ
キ
シ
ン
の
排
出
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
施
設
で
す
。
し
か
し
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
ま
っ
た
く
排
出

さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

焼
却
場
周
辺
の
住
民
は
そ
の
状
況

を
大
変
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ダ
イ
オ

　

県
の
条
例
で
は
、
事
業
者
に
よ

る
野
焼
き
を
原
則
禁
止
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
七
月
の
条
例
改

正
で
、
火
格
子
面
積
ま
た
は
火
床

面
積
が
〇
・
五
平
方
�
以
上
の
小

�
事
業
者
が
す
べ
き
こ
と

型
焼
却
炉
の
設
置
に
は
、
届
け
出

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
多
く
が
ば

い
じ
ん
に
含
ま
れ
て
排
出
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
来
年
の
四
月
以
降
、

届
け
出
さ
れ
た
焼
却
炉
に
は
、
ば

い
じ
ん
の
排
出
基
準
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
現
状
で
は
、
二
次
燃
焼
装

置
を
備
え
て
い
な
い
設
備
に
と
っ

て
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
の
は
困
難

で
あ
り
、
設
備
の
改
善
が
急
務
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
せ
っ
か
く
費
用
を
か

け
て
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
維
持
管

理
や
温
度
管
理
が
で
き
た
と
し
て

も
、
発
火
時
や
消
火
時
な
ど
燃
焼

温
度
が
低
く
な
る
と
き
に
は
、
ど

う
し
て
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
な
る

方
策
と
し
て
、
許
可
を
受
け
た
専

門
の
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
委

託
す
る
こ
と
な
ど
も
検
討
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

平成１２年２月
個
人
情
報
が

市
の
内
部
で
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か

が
守
る
べ
き
義
務
を

契
約
に
お

い
て
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

行
政
情
報
に
つ
い
て
は
、
次
の

方
が
公
開
の
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

○
市
内
に
通
勤
し
て
い
る
方

○
市
内
に
通
学
し
て
い
る
方

○
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

　

の
あ
る
個
人
ま
た
は
法
人
そ
の

　

他
の
団
体

○
市
の
行
政
に
利
害
関
係
の
あ
る

　

方
（
た
だ
し
、
利
害
関
係
に
か

　

か
わ
る
行
政
情
報
の
公
開
の
み

　

に
限
ら
れ
ま
す
）

　

ま
た
、個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

次
の
方
が
開
示
ま
た
は
訂
正
の
請

求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
自
己
の
情
報
を
請
求
し
よ
う
と

　

す
る
本
人

○
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
情
報
に
つ

　

い
て
は
相
続
人

　

な
お
、
本
人
ま
た
は
相
続
人
が

未
成
年
者
ま
た
は
禁
治
産
者
の
場

合
は
、
法
定
代
理
人
で
も
請
求
が

で
き
ま
す
。

　

公
開
の
請
求
や
開
示
の
請
求

は
、
す
べ
て
が
認
め
ら
れ
る
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
行
政
情
報
に
つ
い
て
は

　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す

る
情
報
や
、
公
開
す
る
こ
と
で
市

の
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
著
し
い

支
障
の
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
情

《
制
度
を
利
用
で
き
る
人
》

《
閲
覧
で
き
な
い
情
報
》

　

公
開
ま
た
は
開
示
の
請
求
を
さ

れ
る
と
き
は
、
市
役
所
一
階
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
備
え

付
け
の
『
行
政
情
報
目
録
』
ま
た

は『
個
人
情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
』

で
知
り
た
い
情
報
名
を
確
認
の

上
、
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
個
人
情
報
の
請
求
に
か

か
る
申
請
に
は
、
請
求
に
来
た
本

人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

▽
公
開
と
開
示

　

請
求
書
が
提
出
さ
れ
る
と
、
十

五
日
以
内
に
判
断
し
、
決
定
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
（
書
類
に
不
備
が

あ
る
と
き
は
補
正
命
令
が
出
さ
れ

ま
す
。
こ
の
補
正
に
要
し
た
日
数

入
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

公
開
ま
た
は
開
示
が
決
定
し
た

と
き
は
、
決
定
書
に
記
載
さ
れ
た

日
時
に
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
（
必
要
書
類
を

ご
持
参
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
決
定
書
の
内
容
を
よ
く

ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

▽
個
人
情
報
の
訂
正

　

個
人
情
報
に
誤
り
が
発
見
さ
れ

た
と
き
は
、
訂
正
の
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
所
定
の
請
求

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
請
求
を
受
け
た
市
は
、
必

要
な
調
査
を
し
、
そ
の
結
果
を
書

面
で
通
知
し
ま
す
。

　

公
開
ま
た
は
開
示
、
訂
正
の
請

求
の
全
部
や
一
部
に
つ
い
て
認
め

ら
れ
ず
、
そ
の
決
定
に
不
服
が
あ

る
と
き
は
、
市
に
対
し
て
異
議
申

さ
れ
た
第
三
者
的
機
関「
審
査
会
」

の
意
見
を
聞
い
て
、
再
度
申
立
て

に
対
す
る
決
定
を
し
ま
す
。

　

よ
り
良
い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
市
政
参
加

が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
市

が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
持
ち
、
ど

の
よ
う
な
行
政
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
う
し
た
意
味
で
は
、
制
度
の
積

極
的
な
ご
活
用
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
一
方
で
制
度

を
利
用
し
て
公
開
さ
れ
た
情
報
が

み
だ
り
に
使
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
権

利
・
利
益
が
侵
さ
れ
る
心
配
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
制
度
を
ご

利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
知
り
得
た

情
報
に
つ
い
て
責
任
を
持
っ
て
取

り
扱
い
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

《
公
開
ま
た
は
開
示
の
決
定
》

《
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
》

《
お
願
い
》

入札参加登録（追加
　市では、平成１２年度の入札参加登録

います。

　登録を希望される方は、手続きをして

�工事請負業者�委託業
その他の業者）�物品販
�平成１２年１月１１日 （火
つき１部４００円で販売（土
平成１２年１月３１日 （月） ～
午後１時～４時の間で担
受付日時は、申請用紙販
市庁舎４階第３会議室

※指定した日時以外は受け付けしません

ので、十分にご注意ください。　　　　

○対　象　者

○申 請 書 類

○受 付 日 時

○受付場所　

　１２月から翌年３月まで
の資源物の収集日程は左
表のカレンダーのとおり
です。

○１２月２９日（水）～１月３
日（月）まで資源物の収
集はありません。
★１２月２３日（木）は祝日で
すが、木曜日地区の「燃
えないごみ」を収集し
ます。
☆２月１１日（金）は祝日で
すが、金曜日地区の
「紙・布」を収集します。

　次回（平成１２年４月～
７月分）は、平成１２年４
月１日号で掲載する予定
です。
担当　　　　資源対策課
　　　　�０４６（２５２）７６５９

資源物分別収集カレンダー
12月～3月分

※ごみの減量化・資源化に皆さんのご協力をお願いします。

日 日 日 日 日日 日 日 日 日 日日 日 日 日 日

（ ）

キ
シ
ン
の
問
題
は
、
最
終
的
に
は

ご
み
問
題
と
密
接
な
関
係
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。
焼
却
場
周
辺
の
住

民
の
気
持
ち
に
な
り
、
も
う
一
度

自
ら
の
生
活
を
見
直
し
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
減
ら
し

て
い
く
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

ごみを減らす
努力が環境を
守ります。

の
利
用
に
あ
た
っ
て

制
度

生ごみ処理容器（コンポスト）
・電動式生ごみ処理機（※今年
度は申し込み終了）購入費補助
制度
問い合わせ先　資源対策課
�０４６（２５２）７６５９
�０４６（２５２）７６１６

生ごみのたい肥化を

市の不用品バンク（生活用品）
問い合わせ先　市民生活課
�０４６（２５２）８２１８
�０４６（２５５）３５５０

捨ててしまう前にリサイクル

ショッピングは、買い物袋持参で
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迷惑しています！
深夜騒音

　一人ひとりが心掛ければ静かな生活環境が
守られます。
　次のようなことに注意しましょう。
○夜間は大声を出さない
○車のエンジンをかけたまま駐車しない

担当　環境保全課�０４６（２５２）８２１４
�０４６（２５７）７７４３

環境通信 7

　

こ
の
制
度
は
、
市
（
※
１
）
が

保
有
し
て
い
る
行
政
情
報（
※
２
）

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

公
開
の
請
求
を
受
け
て
、
閲
覧
や

視
聴
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
公
文

書
な
ど
の
写
し
を
交
付
す
る
制
度

で
す
。

※
１　

市
と
は
、
市
長
部
局
、
教

育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、

監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
お
よ
び
議

会
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※
２　

行
政
情
報
と
は
、
市
の
職

員
が
仕
事
上
作
成
・
取
得
し
た
文

書
、図
画
お
よ
び
電
磁
的
記
録（
録

音
・
録
画
テ
ー
プ
な
ど
）で
、組
織

的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
市
が
保

有
し
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

行
政
情
報
の
公
開
を
求
め
る
市
民
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
一
層
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
た
『
情
報
公
開
条
例
』
と
、

個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
と
と
も
に
、
開
示
な
ど
を
求
め
る
権

利
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
と
公
正
な
市
政

の
推
進
を
目
指
し
た
『
個
人
情
報
保
護
条
例
』
が
、
今
年
の
六
月
議

会
で
可
決
さ
れ
、
来
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
両
制
度
の
主
な
内
容
や
請
求
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

担
当 

市
民
情
報
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
１
４
４
・
�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

年２月２８日スタート
　

こ
の
制
度
は
、
市
が
利
用
す
る

た
め
に
収
集
し
、
保
有
し
て
い
る

個
人
情
報
（
※
３
）
に
つ
い
て
、

そ
の
情
報
が
適
正
に
取
り
扱
わ
れ

る
よ
う
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と

と
も
に
、
だ
れ
で
も
自
分
の
情
報

の
開
示
や
訂
正
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
３　

個
人
情
報
と
は
、
住
所
、

生
年
月
日
、
学
歴
、
職
歴
、
収
入

の
額
な
ど
個
人
に
関
す
る
情
報

で
、
個
人
が
特
定
で
き
る
情
報
を

い
い
ま
す
。

【
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
上
で
、

市
が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
】

◇
取
り
扱
い
の
制
限

　

思
想
、
信
条
、
宗
教
に
関
す
る

情
報
や
人
種
、
民
族
、
犯
罪
歴
お

よ
び
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る

情
報
は
、
法
令
な
ど
の
定
め
の
あ

る
場
合
を
除
い
て
取
り
扱
い
ま
せ

ん
。

◇
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録

　

個
人
情
報
が
、
市
の
内
部
で
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
か

を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
個
人
情

報
の
取
扱
事
務
登
録
簿
を
備
え
ま

す
。

◇
収
集
の
制
限

　

個
人
情
報
の
収
集
は
、
原
則
と

し
て
本
人
か
ら
し
ま
す
。

◇
利
用
お
よ
び
提
供
の
制
限

　

個
人
情
報
を
収
集
し
た
と
き
の

取
り
扱
い
の
目
的
以
外
に
、
そ
の

情
報
を
利
用
ま
た
は
提
供
し
た
り

し
ま
せ
ん
。

◇
適
正
な
維
持
管
理

　

個
人
情
報
を
漏
ら
し
た
り
、
紛

失
し
た
り
、
改
ざ
ん
す
る
こ
と
な

ど
の
防
止
を
図
り
な
が
ら
、
必
要

の
無
く
な
っ
た
も
の
は
速
や
か
に

廃
棄
し
、
常
に
最
新
の
も
の
に
保

ち
ま
す
。

◇
取
り
扱
い
な
ど
の
委
託

　

市
以
外
の
者
と
、
個
人
情
報
を

取
り
扱
う
事
務
ま
た
は
事
業
に
関

し
て
委
託
契
約
を
結
ぶ
場
合
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
に
受
託
者

が
守
る
べ
き
義
務
を
、
契
約
に
お

い
て
明
ら
か
に
し
ま
す
。

報
、
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
明
ら
か
に
公
開
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
情
報
な
ど

に
つ
い
て
は
公
開
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
個
人
情
報
に
つ
い
て
は

　

他
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す

る
情
報
や
、
開
示
す
る
こ
と
で
個

人
の
診
断
、
評
価
、
選
考
な
ど
に

著
し
い
支
障
の
生
ず
る
恐
れ
の
あ

る
情
報
、
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ

み
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

他
の
法
令
に
よ
っ
て
閲
覧
な
ど

の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
い
る
情

報
や
、
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設

で
自
由
に
閲
覧
で
き
る
情
報
に
つ

い
て
は
、
こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

に
よ
り
明
ら
か
に
開
示
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
情
報

な
ど
に
つ
い
て
は
開
示
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
、
利
用
に
際

し
て
手
数
料
な
ど
は
掛
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
写
し
の
交
付
を
希

望
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
実
費
の

《
請
求
に
掛
か
る
費
用
》

　

公
開
ま
た
は
開
示
の
請
求
を
さ

れ
る
と
き
は
、
市
役
所
一
階
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
備
え

付
け
の
『
行
政
情
報
目
録
』
ま
た

は
、
決
定
期
間
の
十
五
日
に
は
算

入
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

公
開
ま
た
は
開
示
が
決
定
し
た

と
き
は
、
決
定
書
に
記
載
さ
れ
た

日
時
に
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
（
必
要
書
類
を

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

異
議
申
立
て
を
受
け
た
市
は
、

公
正
な
判
断
を
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
第
三
者
的
機
関「
審
査
会
」

の
意
見
を
聞
い
て
、
再
度
申
立
て

に
対
す
る
決
定
を
し
ま
す
。

《
請
求
の
仕
方
》

《
お
願
い
》

請求者� 請求者�

申立人� 申立人�

窓口�市民情報�
コーナー�

市民情報コーナー�
で公開・開示�

窓口�市民情報�
コーナー�

担当課�

担当課で訂正�

担当課� 審査会� 担当課�

決定�

検討�
申立書の提出�

却下・開示等�

�

送
付�

送
付�

諮
問�

答
申�

決
定
書�

決
定
書�

請求が�
認めら�
れる�

請求が�
認めら�
れない�

　　請求書の提出�
行政情報目録�
個人情報取扱事務登録簿�
の閲覧�

情報公開・個人情報開示・個人情報訂正　請求の手続き�

異議申立ての手続き�

（　　　　）�

録（追加分）受付のお知らせ
入札参加登録（追加分）の受け付けを、次の日程で行

、手続きをしてください。

負業者�委託業者（地質調査、測量、設計、監理および
業者）�物品販売業者�不用物品買受業者
年１月１１日 （火） ～１７日 （月） まで担当課にて、１業種に
４００円で販売（土曜・日曜日、祝日は除く）
１月３１日 （月） ～２月４日 （金） の午前９時～１１時３０分と
～４時の間で担当が指定した日時（混雑を避けるため
は、申請用紙販売の際に指定させていただきます）
階第３会議室

け付けしません。また、郵送による申請もできません

さい。　　　　　担当　契約検査課�０４６（２５２）７０７１

《
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
情
報
》

情報公開制度 個人情報保護制度

　市では、年末を迎えて中小企業などが、安定した事業運営を図るために必
要な年末資金を融資しています。
○融資対象　市内で６カ月以上継続して同一事業を営む法人または個人（た
だし、１年以上居住）
○資金用途　年末の仕入資金、決済資金その他
○融資限度額　１事業者につき３００万円以内
○融資利率　年２・４％以内
○融資期間および返済方法　１年以内、据置期間２カ月以内割賦返済
○申請書提出先　取扱金融機関（詳しくは、担当へお問い合わせください。）

担当　産業課�０４６（２５２）７６０４

貸付期間は１２月まで

中小企業に年末資金を融資
利用申請はお早めに

の
手
続
き

請
求

の
利
用
に
あ
た
っ
て

制
度

情
報
保
護
制
度
と
は

個
人

公
開
制
度
と
は

情
報
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《重点項目》
「飲酒運転の追放」
 「歩行者（特に高齢者）の
 交通事故防止」
「シートベルト着用の徹底および
 チャイルドシート着用の促進」
　この時期は、特に飲酒の機会が多くなります。座間警察署と
市交通安全対策協議会では、１年を通して飲酒運転の追放を呼
び掛けています。
　交通事故撲滅のため皆さんのご協力をお願いします。

市交通安全対策協議会

年末の交通事故防止運動
�無事故で年末・笑顔で新年�

１２月１１日～２０日

受 付 時 間受 付 場 所と き

午後３時～６時

わかば保育園
座間保育園

平成１２年
１月１１日（火）

ちぐさ保育園
相武台保育園

１月１２日（水）

やなせ保育園
いその保育園

１月１３日（木）

座間子どもの家保育園
東原保育園

１月１４日（金）

栗の実保育園
栗原保育園

１月１７日（月）

あゆみ保育園
緑ケ丘保育園
ひばりが丘保育園

１月１８日（火）

小松原保育園
広野台保育園
相模が丘東保育園

１月１９日（水）

相模が丘西保育園１月２１日（金）

午前９時～正午児童課窓口１月２２日（土）

※平成１２年１月２２日までに申し込まれた方の中で、第１回目の入所選考をします。
なお、上記日程を過ぎてからの申し込みは、児童課窓口で受け付けます。

　

市
青
少
年
問
題
協
議
会
の
主
催

に
よ
る
「
第
二
十
三
回
青
少
年
健

全
育
成
大
会
」
が
、
去
る
十
一
月

十
三
日
に
市
文
化
福
祉
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
次
代
を
担
う
青

少
年
が
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く

ま
し
く
成
長
す
る
こ
と
の
で
き
る

地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
が
大
き
な
目
的
で
す
。

　

当
日
会
場
で
は
、
中
学
生
の
主

張
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
と
善
行
ほ

う
賞
受
賞
者
の
表
彰
が
行
な
わ
れ

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的
人

権
を
守
る
と
と
も
に
、
そ
の
普
及

と
高
揚
を
図
る
た
め
、
法
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
て
相
談
や
問
題
解

決
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

ど
、
岩
堀
勝
三
さ
ん
が
新
し
い
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本

市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
方
々
は
、
毎

月
第
二
火
曜
日
に
市
役
所
で
法
務

　

市
人
権
擁
護
委
員
会
で
は
、
十

二
月
四
日
〜
十
日
ま
で
の
「
人
権

週
間
」
に
併
せ
て
「
特
設
人
権
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
い
じ
め
、
差
別
、
家

庭
内
や
隣
近
所
の
も
め
事
な
ど
、

日
常
生
活
で
起
こ
り
が
ち
な
人
権

ホ
ー
ム
へ
の
入
所
を

希
望
さ
れ
る
方
の
申

し
込
み
を
、
下
表
の

日
程
で
受
け
付
け
ま

す
（
希
望
す
る
保
育

園
以
外
で
の
受
け
付

け
も
可
）。　

入
所
申

込
書
は
、
児
童
課
、

市
役
所
出
張
所
、
市

内
公
・
私
立
保
育
園

お
よ
び
児
童
ホ
ー
ム

で
配
布
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
入

所
待
機
中
の
方
で
、

四
月
一
日
以
降
も
引

　

市
消
防
本
部
で
は
、
災
害
現
場

な
ど
で
功
労
が
あ
っ
た
方
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
て
、
そ
の
勇
気
あ
る

行
動
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　

去
る
十
一
月
二
十
日
に
市
民
文

化
会
館
大
会
議
室
で
行
わ
れ
た
贈

呈
式
で
は
、
市
長
か
ら
次
の
方
々

に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

〈
消
防
協
力
者
〉

人権擁護委員一覧表（敬称略）

青少年
健全育成大会
中学生の主張コンク－ル入賞者と
善行ほう賞受賞者を表彰

ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

《
中
学
生
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
の

　

部
》

☆
最
優
秀
賞
▽
「
社
会
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
」
上
床
肇
（
西
中
三

年
）

☆
優
秀
賞
▽
「
充
実
し
た
学
校
生

活
」
冨
里
美
由
紀
（
西
中
二
年
）

▽
「
生
命
を
考
え
る
」
田
中
久
絵

（
南
中
二
年
）
▽
「
環
境
保
護
と

私
達
」
尾
方
ゆ
い
（
栗
原
中
一
年
）

▽
「
命
を
考
え
る
」
福
島
み
ず
き

（
南
中
一
年
）
▽
「
自
然
が
友
達

だ
と
思
え
ば
」
山
田
理
代
（
相
模

中
一
年
）

《
善
行
ほ
う
賞
の
部
》

○
座
間
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

　

▽
内
容
＝
長
年
に
わ
た
り
、
相

　

模
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
さ

　

れ
、
公
共
の
場
の
美
化
に
協
力

担
当　
　
　
　
　
　
　

青
少
年
課

�
０
４
６（
２
５
３
）８
４
１
５

�
０
４
６（
２
５
９
）２
１
６
３

表彰を受ける入賞者

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に

小
松
原
の
岩
堀
勝
三
さ
ん

岩堀勝三さん

相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、

自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
８

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　

市
で
は
、
来
年
四
月
一
日
以
降

に
公
・
私
立
保
育
園
お
よ
び
児
童

き
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合

に
も
、
新
た
に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　

詳
し
く
は
担
当
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

児
童
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
０
２

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

保
育
園
・

児
童
ホ
ー
ム

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
の

１２

入
所
希
望
者
を
受
け
付
け

本
多
和
平
（
新
田
宿
）、
坂
本
恵
美

子
（
南
栗
原
三
丁
目
）、
庄
司
克
治

（
同
）、
木
村
文
治
（
同
）、
齊
藤

哲
（
同
）、
野
元
康
広
（
さ
が
み
野

一
丁
目
）、
中
村
和
幸
（
緑
ケ
丘
三

丁
目
）

担
当　
　
　

市
消
防
本
部
総
務
課

�
０
４
６（
２
５
６
）２
２
１
１

内
線
２
２
５

�
０
４
６（
２
５
６
）２
２
１
５

消
防
協
力
者
に
感
謝
状
を
贈
呈

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　
　
　
　

月
４
日
〜　

日「
人
権
週
間
」

１２

１０問
題
の
相
談
を
受
け
る
も
の
で
、

費
用
は
無
料
。
個
人
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

十
二
月
十
四
日（
火
）

午
前
十
時
〜
正
午
、
午
後
一
時

〜
四
時

○
と
こ
ろ　

東
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
北
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー

　

詳
し
く
は
担
当
へ
。

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

�
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
８

�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

と　こ　ろと　　　　き区　分

３階相談室
法律相談は、いずれも定
員７人になり次第、締め
切ります。

今月は第２木曜日午前９時～正午と
第４水曜日午後１時３０分～４時３０分
〈予約制（電話可）１日午前８時３０分～今
月分を受け付け〉

９・２２日法 律
（予約制）

今月は特設人権相談所を開設。
詳しくは本面記事をご参照ください。１４日

法 務
（ 人 権 ･ 戸
籍・登 記 ）

毎月第３木曜日　午前９時～正午１６日
行 政

担当　市民生活課�０４６（２５２）８２１８

１階国保年金課内毎月第２月曜日午前１０時～午後３時１３日
年 金

担当　国保年金課�０４６（２５２）７０３５

５階第２会議室毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１６日駐 留 軍
離 職 者 担当　産業課�０４６（２５２）７６０４

４階第１会議室毎月第３木曜日　午前９時～午後３時１６日高 年 齢
者 職 業  担当　高齢対策課�０４６（２５２）７１２７

１階児童課内毎月第３木曜日　午前１０時～午後３時１６日
婦 人

担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

市文化福祉会館毎月第１～第４土曜日　午前９時～午
後３時

４・１１・
１８・２５日結 婚

担当　市文化福祉会館�０４６（２５１）４１１７

３階相談室
（詳細については、担当
へお問い合わせくださ
い）

毎月第２水曜日　午前１０時～正午と
午後１時～３時８日

消 費 生 活 今月は第４水曜日
午後１時～４時１５・２２日

担当　市民生活課�０４６（２５２）８２１８

１階児童課毎週月～金曜日　午前９時～午後３時
母 子 生 活

担当　児童課�０４６（２５２）７２０１

市立青少年センター内
青少年相談室毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

青 少 年
担当　青少年相談室�０４６（２５６）０９０７

市立青少年センター内
教育研究所毎週月～金曜日　午前１０時～午後４時

教 育
担当　教育研究所�０４６（２５６）１９３９

相談はいずれも無料です

１２月 の 相 談 日
クリスマスメロディーをみなさんとごいっしょに

○と　き　１２月８日（水）午後０時２０分～４０分
○ところ　市庁舎１階市民サロン
○曲　目　きよしこの夜、もろびとこぞりて、ホーリーナイトほか
○演奏者　ソプラノ　山岸陽子、ピアノ　近間浩美、
　　　　　フルート　山口温子、バイオリン　佐藤有里、
　　　　　ビオラ　谷口さくら

【保育園・児童ホーム受付日程】

今月のロビーコンサート

電話番号住　　　所氏　　　名

０４６（２５３）４０１１さがみ野３－６－１９山�　　榮

０４２（７４２）９７３５相模が丘５－３４－２７山口　　進

０４６（２５５）００６２座間１－３１０５瀬戸　宏孝

０４６（２５３）０９２３栗原中央３－４－６長野　妙子

０４６（２５２）１７６１入谷１－３３５９鈴木　幹枝

０４６（２５３）１０３０緑ケ丘３－４３－２３d川　善康

０４６（２５３）７７３９小松原１－４０－１３岩堀　勝三
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◆ＫＩＤＳアウトドア王国～おもちつ
きで楽しもう
○と　き　１２月２６日午前１０時～午後１
時
○内　容　新年を迎える行事として、
うすときねを使ってもちつきを楽し
む
○費　用　無料
○協　力　グレ－トオブネイチャ－ク
ラブ員
○申込方法　当日直接会場へ
※当日は、おしるこ、おもち３個入り
パック（各１００円）の販売あり
◆親子で学ぶ時事講座～ニュ－スがわ
かる・ニュ－スから考えよう
○と　き　１２月１８日午後２時～４時
○内　容　２０００年を前に、今年の国内

不用品バンク 
担当　　　市民生活課 
　@046（252）8218

市立青少年センター
�０４６（２５３）８４１１　�０４６（２５９）２１６３

外の大きなニュ－ス解説を聞き、参
加者と自由に話しをする
○講　師　駒澤大学講師　長谷川孝さ
ん
○対　象　どなたでも
○受講料　無料
○申込方法　当日直接会場へ

◆まゆ玉クラフト教室～今年のお正月
は手作りのシクラメンで！
○と　き　１２月１１日午前９時３０分～午
後１時
○内　容　まゆ玉を使って、すてきな
鉢入りのシクラメンを作る
○講　師　県まゆ玉伝承技術指導員　
鈴野好子さん
○対　象　どなたでも（小学２年生以上）
○定　員　２０人（先着順）
○費　用　５００円（材料代）
○持ち物　はさみ、目打ち、エプロン、
筆記用具、タオル
○申込方法　１２月１０日までに直接また
は電話かファクスで同センタ－へ

◆としょかんクリスマス会
○と　き　１２月１８日午後２時～３時
○内　容　人形劇団おもちゃ箱による
「北風のくれたテ－ブルかけ」上演
ほか
○対　象　幼児～小学生（保護者同伴
可）
○定　員　１００人
○費　用　無料
○申込方法　直接または電話かファク
スで同館へ

適なまちづくりに大きな役割を果たし
ています。もし、お近くの防犯灯の中
で「夜になっても点灯しない」「つい
たり消えたりしている」「昼間でも点
灯している」などの異常に気付いた
ら、速やかに故障内容と防犯灯の下に
付いている赤色プレ－トの「防犯灯番
号」を担当へご連絡ください。
担当　　　　　　　　　　市民生活課
　�０４６（２５２）８２１８・FAX０４６（２５５）３５５０

▼ひばりが丘南児童館＝４日・１８日午
後２時３０分～３時３０分▼小松原１丁目
第２多目的広場＝９日午前１０時３０分～
１１時３０分▼入谷小学校＝２日午後２時
３０分～３時４５分▼東原小学校＝１０日午
後２時３０分～３時４５分▼ＮＴＴ大塚本
町アパ－ト＝１日・１５日午前１０時３０分
～１１時３０分▼栗原小学校＝８日午後２
時３０分～３時４５分▼東原共同住宅＝２
日・１６日午前１０時３０分～１１時３０分▼相
模が丘４丁目多目的広場＝１０日・２４日
午前１０時３０分～１１時３０分▼相模野小学
校＝３日午後２時３０分～３時４５分▼中
原小学校＝１日午後２時３０分～３時４５
分
※雨天の場合は巡回を中止し、学校へ
の巡回は時間が変更になることがあり
ます。
担当　　　　　　　　　　市立図書館
�０４６（２５５）１２１１・ＦＡＸ０４６（２５２）５７０４

　▽市県民税（第４期）▽国民健康保険
税（第７期）▽国民年金保険料（第９期）
※最寄りの指定金融機関、市役所また
は各出張所で納めてください。
※使用料などもお忘れなく。

　この制度は、両親の離婚や父親の死
亡などによって、父と生計を同じくし
ていない１８歳未満の児童を養育してい
る母子家庭などに扶養手当を支給する
ものです。該当すると思われる方は、
担当へお問い合わせください。
担当　　　　　　　　　　　　児童課
　�０４６（２５２）７２０１・FAX０４６（２５２）７０４３

　市では、日中に金融機関へ納付に行
けない方や届け出に来庁できない方を
対象に、国民年金保険料および国民健
康保険税の夜間納付と届け出受け付け
をします。
○と　き　１２月１６日～２１日いずれも午
後５時３０分～８時（土曜・日曜日は
除く）
○ところ　市役所１階国保年金課窓口
○持ち物　納付書、年金手帳、健康保
　険証、印鑑
担当　　　　　　　　　　国保年金課

�〈国保係〉０４６（２５２）７００３
�〈年金係〉０４６（２５２）７０３５
FAX　　　　０４６（２５２）７０４３

○と　き　平成１２年１月２３日午前１０時
３０分～
○ところ　市文化福祉会館
○対　象　市内在住の知的障害者と介
護者
○費　用　対象者、介護者各１０００円
○申込方法　１２月２０日までに電話か
ファクスで担当へ
担当　市心身障害児者団体連絡協議会
　　　　　　（市社会福祉協議会内）
　�０４６（２５１）４１１７・FAX０４６（２５１）４１１９

　市教育委員会では、青年活動の一環
として、市内で活動するロックバンド
の発表の場、第５回ロックインざまコ
ンサ－トを開催します。このコンサ－
トに出演していただけるバンド（実行
委員）を募集します。
○と　き　平成１２年２月５日（土）午後
１時～８時
○ところ　市民文化会館小ホ－ル
○募集人員　市内のアマチュアロック
バンド７～８組
○応募方法　１２月２０日までに、バンド
プロフィ－ルとデモテ－プを担当へ
持参
○選考結果　テ－プ審査の上、１２月下
旬にバンド責任者へ連絡
担当　　　　　　　　　　　青少年課
　�０４６（２５３）８４１５・FAX０４６（２５９）２１６３

　わたしたちの暮らしの中で、夜道を
明るく照らす防犯灯は、安全な歩行の
確保や犯罪の未然防止など、安全で快

　「成人の日」を１月の第２月曜日と
する「国民の祝日に関する法律」の改
正に伴い、成人式は平成１２年１月１０日
に開催されます。
　詳しくは、次号でお知らせします。
担当　　　　　　　　　　　青少年課
　�０４６（２５３）８４１５・FAX０４６（２５９）２１６３

　市青少年芸術祭実行委員会では、平
成１２年２月１９日（土）、２０日（日）の両日、
市民文化会館において開催される青少
年芸術祭「青少年美術展」の作品を募
集します。
○応募資格　小学生（絵画のみ）から
満２５歳までの青少年で、市内在住・
在学・在勤者
○応募規定　最近１年以内の自作品
で、その他の規定は下表のとおり
○応募方法　作品に、必要事項を記入
した応募用紙を添付するか、種目
名、題名、氏名、年齢、住所、電話
番号、勤務先（または、学校名、学
年）を明記した用紙を添付
○搬入先　青少年課窓口（青少年セン
タ－内）
○作品搬入日　平成１２年２月１日（火）
～８日（火）＜土曜・日曜日は除く＞
○審　査　厳正な審査の上、種目別に
賞を贈呈

担当　　　　　　　　　　　青少年課
　�０４６（２５３）８４１５・FAX０４６（２５９）２１６３

　障害者の福祉について関心と理解を
深めるとともに、社会、経済などあら
ゆる分野の活動に、障害者が積極的に
参加していただくことを目的に、１２月
９日は「障害者の日」として定められ
ています。
　ハンディキャップのある人もない人
も、共に生きる社会づくりを目指し
て、できることから始めてみません
か。
担当　　　　　　　　　　障害福祉課
　�０４６（２５２）７１３２・FAX０４６（２５６）３６００

成人式は「１月10日」に開催

児童扶養手当制度をご存じですか

第２０回青少年芸術祭
美術展作品募集

１２月に納めるのは

１２月９日は「障害者の日」
１２月３日～９日は「障害者週間」です

応　募　規　定種　目

水彩・油彩など（含む版画）の作品
で大きさは四つ切り以内　　　　　
　　　　　　　・・・１人２点以内

絵　画

彫刻・彫塑で展示可能な作品
　　　　　　　・・・１人２点以内彫　塑

創作作品で（用紙は自由）大きさは
四つ切り以内※アニメは自由
　　　　　　・・・各１人２点以内

イラスト
デザイン
アニメ　

モノクロ、カラーいずれも可能でパ
ネルか台紙に必ず張る（できれば撮
影データ添付）・・・１人２点以内

写　真

創作作品で展示可能なもの
　　　　　　　・・・１人２点以内工　芸

年金保険料・健康保険税
夜間納付受け付け

ロックインざまコンサ－ト
参加バンド募集

『防犯灯』異常に気付いたら
市へ連絡を

愛護新年会

市立図書館
ひまわり号巡回日程

◆お譲りします
洋服タンス、腹筋台、パイプベッド、
押入タンス、瞬間湯沸器（都市ガス用）、
ステレオ、こたつ、圧力なべ、四輪駆
動車用チエ－ン、ベビ－かご、やなせ
幼稚園リュック、テ－ブル、電話機、
ベビーカーA、ひな人形、冷蔵庫
◆希望します
ベッド（３段、ベビ－）、ひばりが丘幼稚
園女児制服、ゆりかご、剣道着、剣道
防具一式、三輪車、ベビ－ラック、バイ
オリン（３歳用）、ベビ－フェンス、テレ
ビ、ビデオ、ヘコ帯、げた（男児用）、パソ
コン、物置、ピアノ、西中学校女子制
服、ベビ－サ－クル、ベビ－カ－（Ａ・
Ｂ・双子用）、ハイチェア－、カ－シ－ト
（ジュニア・チャイルド）、洗濯機、掃除
機、フル－ト、座卓、赤ちゃん用いす、一
輪車、食器棚、歩行器、大人用三輪自転
車、冷蔵庫、やなせ幼稚園制服（ブレ
ザ－）、自転車（１４～１６・２０インチ以上）

東地区文化センター
�０４６（２５３）０７８１　�０４６（２５３）０７８９

市　立　図　書　館
�０４６（２５５）１２１１　�０４６（２５２）５７０４
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みんなの　�

健康�

診�

査�

健�

康�
問 い 合
わ せ 先

市
民
健
康
課

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

�
０
４
６（
２
５
２
）７
２
１
３

�
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

高
齢
者
医

療
の
手
続

き成
人
・
老

人
健
康
相

談街
頭
献
血

ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応

検
査
と
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種

育
児
相
談

▽
今
月
の
該
当
者
＝
昭
和
７
年　

月
生
ま
れ
の
方

１２

※
該
当
者
お
よ
び　

歳
以
上
で
、
ま
だ
医
療
証
の
交
付
を
受

６７

け
て
い
な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
心
身
障
害
者
療
養
受
診

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
続
き
が
不
要
で
す
。

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
体
脂
肪
測
定
と
相
談
▽
持
ち

物
＝
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
と
き
＝　

月　

日（
月
）▽
と
こ
ろ
＝
市
役
所
▽
受
付
時
間

１２

１３

＝
午
前　

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
▽
主
催
＝
座
間
市

１０

▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
（
時
間
厳
守
）

１５

１５

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
生
後
３
カ
月
〜

４
歳
未
満
（
で
き
る
だ
け
１
歳
ま
で
に
完
了
）

※
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結
果
、
陰
性
の
場
合
は
Ｂ
Ｃ

Ｇ
を
接
種
し
、
陽
性
の
場
合
は
再
検
査
し
ま
す
。

▽
受
付
時
間
＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
内
容
＝
身
体

３０

１０

３０

測
定
と
食
事
・
発
育
状
態
・
し
つ
け
に
つ
い
て
の
相
談
▽
持

ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

診　療�救　急�

保
健
福
祉
事
務
所
か
ら
の
　�

�

お
知
ら
せ�

厚
木
保
健
福
祉
事
務
所　

�
０
４
６（
２
２
４
）１
１
１
１

栄
養
専
門

相
談

専
門
医
に

よ
る
精
神

保
健
相
談

○
と　

き　
　

月
７
日（
火
）

１２

○
内　

容　

病
気
の
あ
る
方
な
ど
の
食
事
相
談

○
申
込
方
法　

電
話
予
約

○
と　

き　
　

月
６
日（
月
）、　

日（
水
）い
ず
れ
も
午
後
１

１２

１５

時　

分
〜
４
時

３０

○
内　

容　

心
の
病
気
の
治
療
や
社
会
復
帰
な
ど
の
相
談
、

ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物
・
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
依
存
症
の
相
談

○
申
込
方
法　

電
話
予
約

電　話所在地医　院　名診療月日
外科系

０４６ （２５３） ４３３３入谷内山外科整形外科１２月５日
０４６ （２５５） ３２２８相武台馬来胃腸科外科医院１２月１２日

婦人科系
０４６ （２５２） ０６２５さがみ野原産婦人科医院１２月５日
０４６ （２５５） ３５４１入谷金子産婦人科医院１２月１２日

耳鼻科系

０４２（７５６）９０００
相模原市
相模大野

相模原南
メヂカルセンター

１２月５日
１２月１２日

◆外科・婦人科・耳鼻科系（昼間）
診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

�休日診療

◆診療場所　　休日急患センター（市民健康センター１階）
◆内科系・小児科系　問い合わせ先　�０４６（２５２）９０９０
　受付時間　　午 前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分、

午後７時～９時４５分
◆歯科系　　　　　　問い合わせ先　�０４６（２５２）８２１７
　受付時間　　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分

２
歳
児
歯

科
健
康
診

査４
カ
月
児

健
康
診
査

８
〜　

カ
１０

月
児
健
康

診
査

１
歳
６
カ

月
児
健
康

診
査

３
歳
６
カ

月
児
健
康

診
査

離
乳
食
中

期
教
室

▽
と
き
＝　

月　

日（
水
）▽
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
〜
２
時

１２

２２

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
歯
科
健
診
、
予

防
処
置
お
よ
び
栄
養
相
談
な
ど
（
※
予
防
処
置
は
、
希
望
者

の
み
で
有
料
）
▽
対
象
＝
平
成
９
年　

月
生
ま
れ
▽
持
ち
物

１１

＝
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
▽
申
込
方
法
＝
直
接
会
場
へ

▽
と
き
＝　

月　

日（
火
）午
後
１
時
〜
２
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

１２

２１

民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成　

年
８
月
生
ま
れ

１１

　

市
で
は
、
指
定
相
談
医
を
定
め
、
無
料
で
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
個
人
通
知
を
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
へ
電
話
連
絡
の
上
、
母
子
健
康
手
帳

を
お
持
ち
に
な
り
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
内
科
▽
と
こ
ろ
＝
指
定
医
療
機
関
▽
対
象
＝
平
成　

年
５

１０

月
生
ま
れ
◆
歯
科
▽
と
き
＝　

月
８
日（
水
）、　

日（
水
）い

１２

１５

ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康

３０

１０

３０

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成　

年
４
月
生
ま
れ

１０

▽
と
き
＝　

月　

日（
火
）午
後
１
時
〜
２
時
▽
と
こ
ろ
＝
市

１２

１４

民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
＝
平
成
８
年
６
月
生
ま
れ
▽
持
ち

物
＝
母
子
健
康
手
帳

▽
と
き
＝　

月
６
日（
月
）午
前　

時
〜　

時
▽
と
こ
ろ
＝
市

１２

１０

１１

民
健
康
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
離
乳
中
期
で
の
食
事
の
与
え
方

に
つ
い
て
▽
対
象
＝
生
後
７
カ
月
〜　

カ
月
児
を
持
つ
保
護

１０

者
▽
定
員
＝
先
着　

人
▽
持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
▽
申
込

２５

方
法
＝
電
話
予
約

と　
　

き

　

月　

日 （
金
）

１２

１０

　

月　

日 （
金
）

１２

１７

と　

こ　

ろ

北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

こ
ん
に
ち
は�

赤�

ち
ゃ
ん�

 見 留   　
み とめ

 拓 樹   ちゃん
ひろ き

Ｈ１１．１．２１生まれ　男
新田宿

 野  島 　 瑞 喜   ちゃん
の じま みず き

Ｈ１０．１２．８生まれ　女
座間１丁目

 吉  田 　 美 朝   ちゃん
よし だ み あさ

Ｈ１１．４．２０生まれ　女
東原５丁目

み
ん
な
の�

広
場�

○
さ
わ
や
か
第　

回
Ｚ
Ａ
Ｍ
Ａ
室

１２

内
一
輪
車
発
表
会

▽
と
き
＝　

月　

日（
木
）午
後
１

１２

２３

時
〜
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▽

内
容
＝
カ
プ
ル
ズ
演
技
、
グ
ル
ー

プ
演
技
▽
主
催
＝
相
模
野
・
相
武

台
一
輪
車
ク
ラ
ブ
▽
問
い
合
わ
せ

先
＝
０
４
６（
２
５
４
）７
４
６
９

（
中
川
）

○
ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー

▽
と
き
＝　

月　

日（
日
）午
後
４

１２

１２

時
〜
７
時
▽
と
こ
ろ
＝
東
地
区
文

化
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
交
流
と

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
ほ
か

▽
参
加
費
＝
１
０
０
０
円
▽
申
込

方
法
＝　

月
５
日（
日
）ま
で
に
東

１２

地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
�
０
４
６

（
２
５
３
）０
７
８
１
へ

○
谷
戸
山
自
然
観
察
会

▽
と
き
＝　

月　

日
、
平
成　

年

１２

１９

１２

１
月　

日
、
２
月　

日
い
ず
れ
も

１６

２０

日
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
（
小
雨

決
行
）
▽
集
合
場
所
＝
県
立
座
間

谷
戸
山
公
園
里
山
体
験
館
前
▽
案

内
＝
県
自
然
観
察
指
導
員
連
絡
会

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
込
方
法
＝

当
日
直
接
会
場
へ
（
多
人
数
グ

ル
ー
プ
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
）
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４

６（
２
５
２
）１
９
５
７
（
萩
原
）

○
栗
の
実
絵
画
・
造
形
展

▽
と
き
＝　

月　

日（
土
）、　

日

１２

１１

１２

（
日
）い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後

３
時　

分
▽
と
こ
ろ
＝
栗
の
実
保

３０

育
園
（
東
原
１
丁
目
）
▽
内
容
＝

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
〜　

世
紀
を
担

２１

う
子
ど
も
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
絵

画
・
造
形
物
の
展
示
と
実
演
コ
ー

ナ
ー
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４

６
（
２
５
４
）
１
９
２
９
（
吉
川
）

○
横
浜
弁
護
士
会
に
よ
る
障
害
者

の
人
権
１
１
０
番

▽
と
き
＝　

月
９
日（
木
）午
前　

１２

１０

時
〜
午
後
４
時
▽
内
容
＝
障
害
者

の
人
権
に
か
か
わ
る
電
話
無
料
法

律
相
談
▽
相
談
先
＝
�
０
４
５

（
２
１
１
）０
１
３
３
ま
た
は
�
０

４
５（
２
１
１
）０
１
４
４

○
市
書
道
連
盟
「
や
さ
し
い
小
品

の
書
き
方
」
講
習
会
そ
の
３

▽
と
き
＝　

月
９
日（
木
）午
前　

１２

１０

時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
文
化

会
館
▽
参
加
費
＝
８
０
０
円
（
教

材
代
）
▽
持
ち
物
＝
半
切
り
２
分

の
１
に
５
〜
７
字
を
書
く
用
具
と

新
聞
紙　

枚
▽
申
込
方
法
＝　

月

１０

１２

６
日（
月
）ま
で
に
�
０
４
６（
２

５
３
）４
５
１
０
（
大
下
）
へ

○
平
成　

年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

１２

講
習
会

▽
と
き
＝　

月　

日（
土
）午
前　

１２

１１

１０

時
〜
▽
と
こ
ろ
＝
相
武
台
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
日
め

く
り
ミ
ニ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
製
▽

対
象
＝
中
学
生
以
上
▽
定
員
＝　
２５

人
▽
参
加
費
＝
８
０
０
円
（
材
料

代
）
▽
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
は

さ
み
、
太
い
刺
し
ゅ
う
針
１
本
、

古
は
が
き
２
枚
▽
申
込
方
法
＝
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、　

月
８
日（
水
）ま

１２

で
に
〒
２
２
８
│
０
０
２
１
緑
ヶ

丘
３
ノ　

ノ
８
市
川
洋
子
あ
て
郵

２０

送
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４
６

（
２
５
１
）４
３
２
５（
市
川
）

○
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
利
用
を

　

教
育
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を

融
資
す
る
公
的
な
制
度
で
、
入
学

時
や
在
学
中
の
費
用
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。
融
資
額
は
学
生
一
人

に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内
、
利
率

は
年
２
・
２
�（　

月　

日
現
在
）、

１１

１０

返
済
期
間
は　

年
以
内
（
据
置
期

１０

間
は
在
学
期
間
以
内
）
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
生
活
金
融
公

庫
厚
木
支
店
相
談
係
�
０
４
６

（
２
２
２
）３
３
１
５
へ

○
緑
の
家
バ
ザ
ー

▽
と
き
＝　

月　

日（
土
）午
前　

１２

１１

１１

時
〜
午
後
１
時
（
雨
天
決
行
）
▽

と
こ
ろ
＝
京
浜
運
輸
�
倉
庫
（
東

原
２
丁
目
）
▽
そ
の
他
＝
バ
ザ
ー

で
の
販
売
品
を
ご
提
供
く
だ
さ
い

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
障
害
者
地
域

作
業
所
緑
の
家
�
０
４
６（
２
５

７
）３
５
３
９

○
介
護
者
教
室
と
非
常
勤
ヘ
ル

パ
ー
募
集

①
介
護
者
教
室
▽
と
き
＝　

月　
１２

１９

日（
日
）午
後
２
時
〜
▽
と
こ
ろ
＝

中
心
荘
第
二
老
人
ホ
ー
ム
（
海
老

名
市
上
今
泉
４
丁
目
）
▽
テ
ー
マ

＝
実
際
に
や
っ
て
覚
え
る
介
護
の

方
法
②
非
常
勤
ヘ
ル
パ
ー
募
集
▽

募
集
資
格
＝
ヘ
ル
パ
ー
１
級
・
２

級
、
介
護
福
祉
士
▽
時
給
＝
１
０

０
０
円
（
交
通
費
・
諸
経
費
別
途

支
給
）
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
同

ホ
ー
ム
�
０
４
６（
２
３
１
）０
６

０
３

と　
　

き

　

月
７
日 （
火
）

１２
　

月　

日 （
木
）

１２

１６

　

月　

日 （
月
）

１２

２０

と　

こ　

ろ

北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

内　
　

容

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ

と　
　

き

　

月
１
日 （
水
）

１２
　

月
３
日 （
金
）

１２
　

月
６
日 （
月
）

１２
　

月
８
日 （
水
）

１２
　

月
７
日 （
火
）

１２
　

月
９
日 （
木
）

１２
　

月　

日 （
月
）

１２

１３

　

月　

日 （
水
）

１２

１５

対　
　

象

７
月　

日
〜

１６

末
日
生
ま
れ

８
月
１
日
〜

　

日
生
ま
れ

１５８
月　

日
〜

１６

末
日
生
ま
れ

６
月
〜
８
月

生
ま
れ　
　

�夜間・深夜診療
消防テレホンサービス�０４６（２５１）０１１９で医療機関を紹介します。

　　　　　　　　　消防署　�０４６（２５６）２２１１（２４時間）

　　　　　　　　　　　　　�０４６（２５１）５２６３（障害者の方用）

　　　　　　　　　市役所　�０４６（２５５）１１１１（午後１０時まで）

※当番医が変更される場合もありますので、必ず電話で診療時間も

含めて確認してください。

問い合わせ先

★★★★★★★★★★ククククククククククリリリリリリリリリリススススススススススママママママママママススススススススススココココココココココンンンンンンンンンンササササササササササーーーーーーーーーートトトトトトトトトトｉｉｉｉｉｉｉｉｉｉｎｎｎｎｎｎｎｎｎｎＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺａａａａａａａａａａｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍａａａａａａａａａａ★★★★★★★★★★★クリスマスコンサートｉｎ Ｚａｍａ★
○と　き　１２月１１日（土）午後３時３０分～７時
○ところ　市民文化会館大ホール
○内　容　日米露３ヵ国の方による合唱
○入場料　２０００円（前売り１５００円）、高校生以下１０００円
　担当　市国際交流協会事務局（渉外課内）�０４６（２５２）８３０７
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